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日立製作所「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明会」 - YouTube.docx 
ドキュメント 
ステップバイステップで要約を作成してください。 
ChatGPT 
日立製作所「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明会」要約 
1. 開会の挨拶と資料案内 

• 定刻になり、2025 年 3 月期第 1 四半期の決算説明会が開始。 
• 説明資料は IR サイトおよびニュースリリースサイトに掲載。 
• 登壇者の紹介：CFO の加藤知巳氏、インベスターリレーションズ本部長の吉川昌雄

氏、財務本部担当本部長の大野拓明氏。 
2. 決算概要の説明 

• 加藤氏が決算の概要を説明。 
• 資料構成：24 年度 1Q 実績、24 年度見通し、セグメント別業績、参考資料。 
• 24 年度 1Q の実績として、DX と GX の市場を捉えた売上成長と収益性の改善によ

り 3 セクターで増収増益を実現。 
3. 市販期の KPI 

• 5 つの KPI：売上収益が 21%増加、EBITDA が 55%増加、EBITDA マージンが 11%
に向上、親会社株式に帰属する当期利益が 1,753 億円、コアフリーキャッシュフロ
ーが 700 億円増加。 

• 24 年度の見通し：3 セクターで増収増益の見通し、コアフリーキャッシュフローが
3 年間で目標を 3,000 億円上回る 1.5 兆円の見通し。 

4. 1Q の受注状況とトピックス 
• DX 需要を捉えたデジタルシステム&サービス（DSS）セグメントが前年同期比 20%

の伸び。 
• グリーンエナジー&モビリティ（GEM）セグメントが前年同期比 10%の伸び。 
• 大口案件として、日立エナジーが欧州の洋上風力向け HVDC 変換所の契約を 45 億

ユーロで締結。 
• 鉄道システムが信号システム事業を行う他列車 GTS 部門の買収を完了。 

5. 24 年度の見通し 
• 24 中継目標は概ね達成の見込み。 
• 24 年度の売上と EBITDA の前年度比の増減打ち分け：売上収益が前年同期比 7%

減少、EBITDA は増益見通し。 
• 3 セクターで増収増益の見通し。 

6. セグメント別業績 
• デジタルシステム&サービス（DSS）：24 年度 1Q に売上が 16%増加、EBITDA マ

ージンが 12.4%。 



• グリーンエナジー&モビリティ（GEM）：24 年度 1Q に売上が 41%増加、EBITDA
マージンが 15%。 

• コネクティブインダストリーズ（CI）：24 年度 1Q に売上が 3%増加、EBITDA マ
ージンが 11.1%。 

7. ルマーダ事業の成長 
• ルマーダ事業の 24 年度 1Q の売上が対前年同期比 17%増加、24 年度通年では 14%

増加の見通し。 
• 生成 AI ソリューションを共同開発し提供開始。 

8. 質疑応答 
• 質疑応答では、日本語チャンネルと英語チャンネルで質問を受け付け。 
• 主な質問内容： 

o デジタル事業の受注状況と優位性について。 
o 日立エナジーの地域別受注環境と市場動向について。 
o 追加の利上げが投資戦略や事業に与える影響について。 
o ルマーダ事業の収益性と成長見通しについて。 
o グローバルロジックのオーガニックな成長回復について。 

この要約は決算説明会の主要なポイントをステップバイステップで示しています。追加の
詳細や特定のセクションについての更なる説明が必要な場合は、お知らせください。 
4o 
「主な質問内容： デジタル事業の受注状況と優位性について。 日立エナジーの地域別受注
環境と市場動向について。 追加の利上げが投資戦略や事業に与える影響について。 ルマー
ダ事業の収益性と成長見通しについて。 グローバルロジックのオーガニックな成長回復に
ついて。」について詳しく。 
ChatGPT 
質疑応答の詳細 
1. デジタル事業の受注状況と優位性について 
質問内容: 

• デジタル事業の受注が高い水準にあり、国内競合（NEC や富士通）も好調である中
で、日立の優位性や視野拡大の可能性についての説明を求める。 

• IT サービス市場全体についての見解も求める。 
回答内容: 

• DSS 全体で 20%の増加、フロントビジネスが 24%、IT サービスが 19%、サービス
アンドプラットフォームが 16%の伸び。 

• 金融と社会公共分野の大口案件が多く、特に公共システムが顕著。 
• IT サービスではハイソと排出の両方が増加、特に国内の大口案件が好調。 
• ルマーダ事業のデータ活用やクラウド関連、生成 AI 関連の案件が増加。 
• サービスアンドプラットフォームではグローバルロジックとストレージが伸び、ク

ラウド関連の成長が見られる。 
2. 日立エナジーの地域別受注環境と市場動向について 



質問内容: 
• パワーグリッド受注が高水準であり、地域別（欧州、米国、中近東）の市場動向と

受注環境についての説明を求める。 
回答内容: 

• 北米と欧州、中近東での売上が増加。 
• HVDC（高電圧直流）変換所の大口案件が受注されており、変圧機や開閉装置も成

長。 
• 北米では変圧機や HVDC の受注増が顕著。 
• 欧州でも HVDC の受注増で成長。 
• 中近東ではプロジェクトの進捗があり、為替影響も含めて増加。 

3. 追加の利上げが投資戦略や事業に与える影響について 
質問内容: 

• 日銀の利上げ決定が日立の投資戦略や事業に与える影響、ならびに日本経済への影
響についての見解を求める。 

回答内容: 
• 今年度の利上げは想定内であり、業績への直接的な影響はない。 
• 金利の上昇はお客様の投資行動に影響を与える可能性があるが、基本的には正常な

経済状態に戻ると認識。 
• 為替の影響については、円安になると売上と営業利益が増加するが、コストも増加

するため、必ずしもプラスのみではない。 
• 安定した相場が望ましいと考えており、日本経済が強くなり、円高に戻ることが望

ましいと考える。 
4. ルマーダ事業の収益性と成長見通しについて 
質問内容: 

• ルマーダ事業の通期目標（EBITDA 率 16%）に対して、足元の 1Q での傾向や、デ
ジタルエンジニアリングの加速による影響についての説明を求める。 

回答内容: 
• 1Q で売上が 17%伸びたが、年度では 14%の伸びを見込んでいる。 
• 利益率も前年に対して増加しており、16%の目標に向けて順調。 
• 収益率の高い事業を展開しており、予定通りの範囲内。 
• 2Q 以降もこの傾向が続くようであれば、見直しを検討する。 

5. グローバルロジックのオーガニックな成長回復について 
質問内容: 

• グローバルロジックのドルベースでの成長率や、オーガニックな回復基調について
のコメントを求める。 

回答内容: 
• 昨年度は北米と欧州のお客様の IT 投資がスローだったが、その傾向が今でも続い

ている。 
• 22 年度の勢いにはまだ回復していないが、年度下半期以降に回復を見込んでいる。 



• それでも全体で二桁の成長を遂げている。 
これらの詳細な説明は、各セクションにおける質問内容とそれに対する日立製作所の回答
を具体的にまとめたものです。 
4o 
生成 AI について触れたところをピックアップして説明してください。 
ChatGPT 
生成 AI についての詳細 
ルマーダ事業の成長と生成 AI ソリューション 
説明内容: 

• 日立製作所は 2025 年 3 月期第 1 四半期の決算説明会で、ルマーダ事業の成長に触
れ、特に生成 AI ソリューションの開発について強調しました。 

• 生成 AI ソリューションは、Microsoft 社および Google クラウド社と戦略的アライ
アンスを締結し、さらに NVIDIA 社との共同開発により提供を開始したことが報告
されました。 

• これにより、ルマーダ事業は 19%の増加を達成し、今後も日立全体の売上と収益の
拡大に貢献する見込みであると説明されています。 

具体的な取り組み: 
• 生成 AI 関連の案件が増加していることが示されており、特にクラウド関連の需要

が高まっていることが強調されています。 
• ハイブリッドクラウドの導入により、オンプレミスとクラウドを組み合わせたサー

ビスの提供が進められており、これが一つの特徴となっています。 
• セキュリティに関するニーズの高まりにも対応しており、生成 AI 技術の活用によ

り、データ活用や価値創造において顧客に新たな価値を提供しています。 
コメント: 

• 「生成 AI 関係の案件が増えてきている」という点については、クラウド関連やセキ
ュリティ対策が重要な要素として取り上げられており、これらの分野での成長が期
待されています 。 

このように、生成 AI ソリューションの導入とその成長は、日立製作所の事業拡大において
重要な役割を果たしています。具体的な戦略や提携先の詳細により、今後の成長がさらに期
待される分野として位置づけられています。 
4o 
「生成 AI 関連の案件が増加していることが示されており、特にクラウド関連の需要が高ま
っていることが強調されています。」をさらに詳しく。 
ChatGPT 
生成 AI 関連の詳細 
クラウド関連の需要と生成 AI の役割 
概要説明: 

• 日立製作所の決算説明会で、生成 AI 関連の案件が増加しており、特にクラウド関連
の需要が高まっていることが強調されました。 



• 特に、ハイブリッドクラウドソリューションの需要が顕著で、オンプレミスとクラ
ウドを組み合わせたサービスの提供が進められています。 

具体的な取り組み: 
• 日立は、Microsoft 社や Google クラウド社と戦略的アライアンスを締結し、さらに

NVIDIA 社と共同で生成 AI ソリューション「日立 IQ」を開発し、提供を開始しま
した。 

• これにより、ルマーダ事業は大幅な成長を遂げ、売上が 19%増加しています(日立
製作所「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算…)。 

クラウド関連の詳細: 
• クラウドの分野では、オープンだけでなくオンプレミスを併用するニーズが高まっ

ており、ハイブリッドクラウドとしてのソリューションが求められています(日立製
作所「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算…)。 

• セキュリティの重要性も増しており、セキュリティ対策に対する顧客のニーズが高
まっているため、これらの分野にも注力しています(日立製作所「2025 年 3 月期 第
1 四半期 決算…)。 

戦略的アライアンスとソリューションの特徴: 
• Microsoft 社および Google クラウド社とのアライアンスにより、生成 AI を活用し

た新たなサービスを提供。 
• NVIDIA 社との共同開発により、高度な生成 AI 技術を組み込んだソリューション

を展開し、ストレージや関連ソフトの売上増加も見込まれています(日立製作所
「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算…)。 

まとめ: 
• 生成 AI とクラウド関連の需要の高まりにより、ルマーダ事業が成長。 
• 日立はハイブリッドクラウドソリューションとセキュリティ対策を強化し、生成 AI

技術を活用した新たなサービスを展開しています。 
• これにより、売上と収益の拡大が期待されています。 

この詳細な説明は、日立製作所の生成 AI 関連の取り組みとクラウド需要の増加に関する内
容を具体的に示しています。 
4o 
「日立は、Microsoft 社や Google クラウド社と戦略的アライアンスを締結し、さらに
NVIDIA 社と共同で生成 AI ソリューション「日立 IQ」を開発し、提供を開始しました。」
について詳しく。 
ChatGPT 
生成 AI ソリューション「日立 IQ」の詳細 
概要 
日立製作所は、Microsoft 社、Google クラウド社、NVIDIA 社と連携して、生成 AI ソリュ
ーション「日立 IQ」を開発し提供を開始しました。このソリューションは、デジタルトラ
ンスフォーメーション（DX）およびグリーンエネルギー（GX）の市場を捉えた戦略的取り
組みの一環として位置付けられています(日立製作所「2025 年 3 月期 第 1 四半期 決算…)



。 
戦略的アライアンスの内容 

1. Microsoft 社および Google クラウド社とのアライアンス 
o 両社との連携により、生成 AI 技術を活用した高度なクラウドサービスを提

供。 
o 生成 AI 技術を基盤とする新しいデジタルソリューションの開発を加速。 

2. NVIDIA 社との共同開発 
o NVIDIA 社の GPU を組み込んだサーバーを活用し、生成 AI 技術を支える

インフラを強化。 
o 日立のストレージおよび関連ソフトウェアと統合したソリューション「日立

IQ」を提供。 
o このソリューションは、生成 AI を活用してデータの分析や価値創造をサポ

ートし、クラウド環境での運用を最適化。 
具体的な取り組みと効果 

• ルマーダ事業の成長に貢献 
o 生成 AI 技術を活用したデータ活用およびクラウド関連のソリューションの

需要が高まり、ルマーダ事業は前年同期比で 19%増加。 
o 売上高および収益の拡大に寄与し、事業全体の成長を牽引。 

• ハイブリッドクラウドの需要 
o オープンだけでなくオンプレミスも組み合わせたハイブリッドクラウドソ

リューションが求められており、生成 AI 技術がその中心的な役割を果たし
ている。 

o セキュリティ対策も強化され、顧客の信頼を獲得。 
• 具体的な顧客案件 

o 特に金融、公共システム、社会インフラなどの分野で大口案件が増加。 
o クラウド関連の生成 AI ソリューションを通じて、顧客のデジタルトランス

フォーメーションを支援。 
今後の展望 

• 生成 AI ソリューション「日立 IQ」の導入が進むことで、さらなる売上および収益
の増加が期待されています。 

• 追加の利上げや市場動向を見極めながら、生成 AI 技術のさらなる活用と拡大を目
指していく予定。 

このように、日立製作所の生成 AI ソリューション「日立 IQ」は、戦略的アライアンスと高
度な技術を駆使して、デジタルおよびグリーンエネルギー市場での成長を加速させていま
す。 
4o 
 


